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JAニュース

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
い
わ
み
中
央
地
区

本
部
の
管
内
畜
産
６
組
織
を
統
合

し
、
新
た
に
「
い
わ
み
中
央
和
牛

改
良
組
合
」が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

浜
田
市
黒
川
町
の
同
地
区
本
部

で
５
月
25
日
、
設
立
総
会
を
開
催

し
組
合
長
に
峠
田　

等
さ
ん
（
三

隅
町
）、
副
組
合
長
に
佐
々
木
祥

二
さ
ん
（
弥
栄
町
）
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

設
立
総
会
に
は
、
県
西
部
農
林
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
錦
織

所
長
を
は
じ
め
25
名
が
出
席
。
組
合
規
約
や
令
和
４
年
度
計

画
、
予
算
な
ど
全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
公
益
社
団
法
人
全
国
和
牛
登
録
協
会
島
根
県
支
部

副
支
部
長
細
田
祐
輔
氏
よ
り
認
定
和
牛
改
良
組
合
合
併
・
地

域
拡
大
と
し
て
和
牛
改
良
組
合
認
定
書
が
峠
田
組
合
長
へ
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

５
月
子
牛
市
場
は
平
均
価
格
前
回
比
６
万
円
～
10
万
円
の

下
げ
相
場
と
な
り
畜
産
情
勢
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、
世

界
的
な
原
油
高
に
よ
る
輸
送
費
の
高

騰
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
な
ど
に
よ
り

配
合
飼
料
で
は
30
％
、
粗
飼
料
で
は

20
％
以
上
価
格
が
急
騰
し
、
厳
し
い

状
況
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
す
が
、
生
産

者
、
行
政
、
Ｊ
Ａ
が
一
体
と
な
り
管
内

の
畜
産
振
興
と
島
根
和
牛
の
改
良
に

新
た
な
組
合
で
寄
与
し
て
い
き
ま
す
。

５
月
30
日
～
６
月
２
日

暑
い
中
、
水
稲
青
空
講
習

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
計

44
会
場
で
総
勢
２
８
２
名

の
参
加
者
が
あ
り
ま
し

た
。
田
植
え
も
終
わ
り
、

Ｊ
Ａ
の
指
導
員
よ
り
、
今

年
の
生
育
状
況
と
天
候
を

ふ
ま
え
、
管
理
の
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
「
水
管
理
・
除

草
対
策
」「
ス
タ
ミ
ナ
肥
」

「
病
害
虫
対
策
」
に
つ
い

て
説
明
を
し
ま
し
た
。
今
年
の
梅
雨
入
り
、
梅
雨
明
け
は
平

年
並
み
と
予
測
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
も
気
温
が
高
い

日
も
多
く
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
草
刈
り
作
業
な
ど
、
暑

さ
対
策
を
し
っ
か
り
取
っ

て
作
業
を
行
っ
て
ほ
し
い

こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。
ま

た
今
後
の
管
理
と
し
て
、

間
断
潅
水
と
ス
タ
ミ
ナ
肥

の
施
用
、
中
干
を
的
確
に

行
う
こ
と
で
「
異
常
気
象

に
負
け
な
い
」
稲
づ
く
り

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
暑

い
中
こ
の
講
習
会
に
参
加

さ
れ
た
方
に
感
謝
す
る
と

と
も
に
、
今
年
の
豊
作
を

祈
っ
て
い
ま
す
。

５
月
23
日
～
26
日
い
わ
み
中
央
地
区
本
部
管
内
の
子
ど
も

園
（
保
育
園
）
を
対
象
に
バ
ケ
ツ
稲
体
験
を
開
催
し
ま
し

た
。
食
と
農
の
教
育
と
し
て
主
食
の
お
米
が
ど
う
や
っ
て
出

来
る
の
か
を
観
察
し
て
も
ら
い
た
く
企
画
し
、
バ
ケ
ツ
稲
体

験
当
日
は
園
児
の
皆
さ
ん
に
田
ん
ぼ
に
見
立
て
た
バ
ケ
ツ
に

稲
の
苗
を
植
え
て
も
ら
い
、
そ
の
後
Ｊ
Ａ
の
営
農
指
導
担
当

者
か
ら
稲
が
成
長
し
て
お
米
が
で
き
る
ま
で
の
お
話
を
し
ま

し
た
。

バ
ケ
ツ
稲
を
体
験
し
た
園
児
の
皆
さ
ん
か
ら
は
笑
顔
と
た

く
さ
ん
の
質
問
を
い
た
だ
き
終
了
し
ま
し
た
。

今
後
の
稲
の
成
育
を
観
察
し
収
穫
が
出
来
る
事
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

今
回
参
加
ご
協
力
い
た
だ
い
た
子
ど
も
園
（
保
育
園
）　

●
あ
さ
ひ
子
ど
も
園　
●
上
府
保
育
園

●
こ
く
ふ
子
ど
も
園　
●
な
が
さ
わ
子
ど
も
園

●
み
な
と
子
ど
も
園

子
ど
も
園
で
バ
ケ
ツ
稲
体
験

新
組
合
設
立
！

い
わ
み
中
央
和
牛
改
良
組
合

良
食
味
米
を
め
ざ
し
て

～
水
稲
青
空
講
習
会
開
催

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部



JAニュース

ふふれれああいい農農業業体体験験塾塾
笑顔いっぱい！

６月５日江津市川平町にて田植え体験を開催しました。この活動は子どもたちに食と農の大切さを学
んでもらおうと毎年行っています。当日は少し曇った天候でしたが、多くのご家族に参加いただき、JA
営農指導員の田植え作業の説明を聞き、みんなで田んぼに入り田植えを開始！参加者の中には、まだお
むつを履いていたころから参加しており、今年で４回目の参加者のお子さんもいたり、JA職員が驚くほ
ど田んぼの生き物に詳しいお子さんもいたりと、にぎやかで楽しい田植え体験となりました。
今年度入組したJA新人職員にもJAの一番大切な事業である農業について学んでもらいたく参加者と一
緒に田植えを体験してもらいました。
今回植えた苗が秋にはたくさん実り、参加者の皆さまとの収穫が出来る事を楽しみにしています。
なお、今回の田植え体験の会場準備に地元農事組合法人川平みどりさまにご協力いただき、当日はJA
江津女性部の皆さまにもご協力をいただきました。ありがとうございました。

江津市川平町で田植え体験！

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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JAニュース

平
素
は
産
直
事
業
に
対
し
ま
し
て
、
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
産
直
出
荷
者
で
構
成
す
る
私
た
ち
「
い
わ
み
中
央
産

直
振
興
協
議
会
」
は
平
成
14
年
７
月
に
設
立
し
て
今
年
で
20
周

年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
ご
来

店
し
て
く
だ
さ
る
皆
様
の
お
か
げ
と
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
今
の
原
油
高
や
肥
料
価
格
高
騰
な
ど
農
業
を
巡
る
情
勢
は

年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
が
、
消
費
者
の
皆
様
に
「
安

全
・
安
心
」
な
食
を
お
届
け
す
る
た
め
、ま
た
食
を
通
じ
て
「
旬
」

を
お
届
け
す
る
た
め
、
今
後
と
も
日
々
精
進
し
、
頑
張
っ
て
い

く
所
存
で
す
。

皆
様
か
ら
の
「
美
味
し
い
・
新
鮮
」
と
い
う
言
葉
が
力
の
源

に
な
り
ま
す
。
ど
う
か
こ
れ
か
ら
も
産
直
店
舗
を
ご
利
用
い
た

だ
き
、
地
域
農
業
の
応
援
者
と
な
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
４
年
７
月
吉
日

きんさいトピックス

第
５
期
営
農
塾
生

タ
マ
ネ
ギ
の
収
穫

【
５
月
25
日
】

今
年
３
月
で
一

年
間
を
終
了
し
た

第
５
期
営
農
塾
の

塾
生
に
よ
る
昨
年

11
月
に
植
え
た
タ

マ
ネ
ギ
の
収
穫
を

し
ま
し
た
。

例
年
、
営
農
塾
は
こ
れ
ま
で
９
月
か
ら
翌
８
月

ま
で
の
一
年
間
の
受
講
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
５
期
生
は
４
月
か
ら
翌
３
月
ま

で
の
一
年
間
と
な
り
、
閉
校
式
後
も
タ
マ
ネ
ギ
の

収
穫
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
久
し
ぶ
り
に

出
会
い
最
後
の
収
穫
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
収
穫
し
た
タ
マ
ネ
ギ
は
、
マ
ル
チ
あ
り
と
な

し
で
の
作
柄
の
違
い

も
体
験
し
ま
し
た
。

少
し
の
面
積
に
も
か

か
わ
ら
ず
６
５
０
個

も
の
収
穫
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
を
通

じ
て
卒
業
生
の
連
携

と
、
多
く
の
野
菜
が

き
ん
さ
い
市
場
に
並

ぶ
こ
と
を
誓
い
合
い

ま
し
た
。

20
周
年

祝

い
わ
み
中
央
産
直
振
興
協
議
会

会
　
長	

峠
田
　
　
等

副
会
長	

野
田
　
忠
雄

浜
田
支
部
支
部
長　

松
本
　
昭
二

金
城
支
部
支
部
長　

河
野
　
正
則

弥
栄
支
部
支
部
長　

三
浦
　
寿
紀

旭
支
部　

支
部
長　

田
村
　
邦
麿

他
　
会
員
一
同

協議会より感謝を込めて協議会より感謝を込めて

詳しくは、決まり次第店頭で発表いたしますので、お楽しみに！！

８月に、きんさい市場黒川店、周布店、８月に、きんさい市場黒川店、周布店、
サンピコごうつ、まんてんの４店舗にてサンピコごうつ、まんてんの４店舗にて

感謝イベント感謝イベントを行います。を行います。

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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ナスは栄養面で特記すべきものはありませんが、食物繊維
は多く含まれています。果皮の紫色は「ナスニン」と呼ばれ
る色素でポリフェノールの一種です。用途はご存じのように
煮物、天ぷら、炒め物等に幅広く大変便利な食材です。この
便利な食材をできるだけ長く収穫していただくために、以下
のことを参考に栽培しましょう。

●水管理・追肥
水管理は一果の収穫から主に開始しますが、当たり前のことですが、

晴天が続く時には水やりの量を多くしましょう。逆に曇雨天の日は光合成量が少ないので水やりの量は
少なくします。また、梅雨明け後の高温と乾燥は、ナスにとって好ましくありません。敷きワラなどを
して地温の上昇とうねの乾きをやわらげるとともに、乾燥したときはうね間に水をたっぷり与えます。
うね間の灌水は夕方に行い、翌朝には水がうね間にたまっていないようにします。

ナスは肥料分の吸収も活発なため、葉の色が淡くなったり、１番果の収穫時期に１回目、速効性の化
成肥料（50ｇ／１㎡）だけでなく、ぼかし肥料や牛糞などの有機質肥料も追肥をすると効果も高くなり
ます。（10～14日間隔を目安に追肥）

2022年７月号これからのナスの管理これからのナスの管理

水稲栽培ワンポイント水稲栽培ワンポイント
●農薬をピシャリと効かせ適期防除に心がけましょう！

農薬散布は、日中よりも風がなく下降気流となる朝や夕方の方が薬がよく稲の株元に入り
効果的と言われてますが、なかなか難しいです。防除は風がなく曇天の日がベストです。

カメムシ防除は、まずは出穂10日前までには畦畔の草刈りを行い、①出穂期～穂ぞろい
期に１回 ②乳熟期～湖熟期に１回、最低２回の防除を行いましょう。

●ナスの更新剪定
夏の間に次々と実を着けたナスは株がだんだん弱っ

てきて、わき芽が伸長してこなくなります。
夏の暑さと乾燥によって品質が低下します。そこで

枝を切り戻して新しい枝を出させると、秋ナスの収穫
をすることができます。各主枝を強い芽が残るように
３分の１から２分の１の長さに切り戻します。

次に株元から30～40cm離れたところにスコップを
入れ、土の根を切ります。根切りをすることにより新
根が早く出て側枝がよく発生します。

また、追肥と潅水を十分施すことで枝を更新させます。剪定後、半月ほどで力のある花が咲き、約１
カ月後には品質の良い「秋ナス」の収穫が始まります。
■更新剪定時期：７月下旬～８月上旬
注意）全部剪定してしまうと、収穫ができなくなってしまいます。元気な株は残し継続収穫して他の

ものを更新剪定するという方法もあります。

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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西部農林水産振興センターからのお知らせ

島根県西部農林水産振興センター農業振興部（TEL：0855-29-5622）

農作業中の熱中症対策を心がけ、事故を未然に防ごう！農作業中の熱中症対策を心がけ、事故を未然に防ごう！

無人航空機の登録が義務化されています

酷暑の中での農作業は熱中症のリスクが大変高く、過去10年間の農作業中の熱中症による死亡事故をみると、
その８割以上が７～８月に集中しております。また、直近では 令和元年に29人（ワースト３位）、令和２年に令和元年に29人（ワースト３位）、令和２年に
32人（ワースト２位）32人（ワースト２位）もの方が農作業中の熱中症により亡くなっています (農林水産省調べ) 。

これから最も暑い季節に入ります。基本的な熱中症対策を今一度見直し、事故を未然に防ぎましょう。

★農作業中の基本的な熱中症対策
①　高温時の作業を避ける

・朝方や夕方に集中して作業するなど、日中の気温の高い時間帯は外して作業しましょう。
②　単独作業を避ける

・なるべく２人以上で作業し、時間を決めて声をかけ合い、異常がないか確認し合いましょう。
③　水分・塩分補給とこまめな休憩

・のどが渇いていなくても20分おきに休憩し水分補給を行いましょう。
・スポーツ飲料や塩分補給用タブレットなどで塩分も補給するようにしましょう。
・休憩時は涼しい日陰などで作業着を脱ぎ、体温を下げましょう。

④　熱中症予防グッズの活用
・屋外では帽子、吸汗速乾性素材の衣服、屋内では送風機やスポットクーラーなど

を活用しましょう。

☆熱中症警戒アラートを活用しよう
熱中症警戒アラートは、熱中症の危険性が極めて高いと予想される日の前日17時と当日５時に発表されま

す。農作業時の熱中症リスクを下げるために熱中症警戒アラートの活用もご検討ください。
熱中症警戒アラートの発令状況については気象庁と環境省のホームページで確認できますが、スマートフォ

ン用の「MAFFアプリ」※をインストールすることで、熱中症警戒アラートのプッシュ通知の設定が可能です。
※ 農業に携わる皆様に役立つ情報を直接お届けする、農林水産省公式無料アプリ

☆体調不良を感じたら… 
熱中症の代表的な初期症状は、手足のしびれ、頭痛、めまいや吐き気、などですが、これら症状以外でも

体調不良を感じたらすぐに作業を中断し、速やかに応急処置（涼しい場所に避難し、服を緩める、水などで
体を冷やし水分補給する）を行って下さい。応急処置で症状が改善しない場合には迷わず病院へ行きましょう。

万が一に備え携帯電話を携行し緊急連絡先の登録を確認しておきましょう。

無人航空機の飛行の安全の更なる向上を図るため、令和４年６月20日から無人航空機の登録の義務化
が始まっています。まだ登録がお済みでない場合は、下記の無人航空機登録ポータルから登録手続きをし
てください。
【無人航空機ポータルサイト】https://www.mlit.go.jp/koku/drone/

登録手続きはオンライン又は書類でできます。
また、右記のQRコードよりスマートフォンからの登録も可能です。

●無人航空機登録ヘルプデスク　TEL：050-3181-8378
受付時間：平日午前９時から午後５時まで（土・日・祝日を除く）

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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６月９日、JA女子大学７期生の入学式が行われました。20名の受講生で令和４年６月
から令和６年３月まで20回のさまざまなカリキュラムを受講していきます。
入学式では佐々木学長（本部長）より「これから約２年の講義となりますが、７期生の
皆様にはJA女子大学を通じて仲良くなっていただき、１つでも記憶に残していただける
こと、生活に生かしていただけることができればと思います。」とあいさつがありました。
入学式終了後に佐々木学長を講師に第１回講義「JAしまね概要」として、JAしまねの
理念や組織概要、事業内容などJAについての知識を深めていただきました。
受講生の自己紹介でもさまざまな思いや期待
を持って参加されており、これからのカリキュ
ラムや新しい仲間との交流を楽しみにされてい
ました。
また、入学祝として管内（金城町波佐）の花
卉農家で用意していただいたラベンダーも大変
好評でした。事務局もこれから受講生の皆様と
一緒に交流を深めていければと楽しみにしてい
ます。

ＪＡ女子大学　７期生スタート!!い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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６
月
15
日
い
わ
み
中
央
地
区
本
部

浜
田
支
店
（
黒
川
町
）
に
て
Ｊ
Ａ
し

ま
ね
い
わ
み
中
央
女
性
部
が
組
合
員
・

地
域
の
利
用
者
を
Ｊ
Ａ
と
共
に
元
気

づ
け
た
い
と
考
え
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
の

活
動
を
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
来
店
者
へ

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
共
に
ク
ッ
キ
ー
を
配

布
し
ま
し
た
。

来
店
さ
れ
た
利
用
者
の
皆
さ
ん
は

最
初
、
ピ
ン
ク
色
シ
ャ
ツ
の
女
性
部
員
の
姿
に
驚
か
れ
て
い

ま
し
た
が
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
の
Ｐ
Ｒ
と
共
に
ク
ッ
キ
ー
を
お
渡

し
す
る
と
笑
顔
で
受
け
取
っ
て
い
か
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
女
性
部
は
部
員
一
人
ひ
と
り
と
の
思
い
を
大
切
に
し
、

Ｊ
Ａ
と
力
を
合
わ
せ
て
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
け
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
度
も
味
噌
作
り
な
ど
地
域
の
皆

さ
ん
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
女
性

部
は
コ
ロ
ナ
禍
で
も
出
来
る
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。

い
わ
み
中
央
女
性
部
江
津
跡
市
支
部（
平
川
節
美
支
部
長
）

は
６
月
11
日
、
跡
市
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
セ
ン
タ
ー
で

手
芸
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
部
員
の
森
﨑
玉
恵

さ
ん
が
講
師
と
な
り
家
の
光
４
月
号
を
参
考
に
モ
ー
ル
で
作

る
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
リ
ー
ス
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

「
モ
ー
ル
だ
か
ら
簡
単
に
手
直
し
で
き
る
と
こ
ろ
が
い
い

わ
ね
。」「
色
合
い
が
か
わ
い
い
の
で
玄
関
に
飾
り
た
い
わ
。」

な
ど
、
ふ
わ
ふ
わ
し
た
モ
ー
ル
の
柔
ら
か
さ
も
あ
り
皆
さ
ん

と
て
も
な
ご
や
か
に
会
話
を
し
な
が
ら
仕
上
げ
て
い
ま
し

た
。

弥
栄
女
性
部
（
德
田
マ
ス
ヱ
部
長
）
で
は
６
月
１
日
、「
花

の
寄
せ
植
え
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
ペ
チ
ュ
ニ
ア
や
ベ
コ
ニ

ア
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な
ど
数
種
類
の
花
の
苗
を
選
ん
で
、

丸
い
大
き
な
植
木
鉢
に
植
え
て
い
く
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

２
人
～
３
人
ず
つ
が
１
つ
の
テ
ー
ブ
ル
で
作
業
を
し
て
い
く

中
で
、
部
員
同
士
で
土
の
入
れ
方
や
植
え
る
と
き
の
レ
イ
ア

ウ
ト
に
つ
い
て
互
い
に
相
談
や
談
笑
し
な
が
ら
、
手
際
よ
く

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
光
る
素
敵
な
花
の
寄
せ
植
え
を
完
成
さ

せ
て
い
き
ま
し
た
。

同
じ
花
を
使
っ
て
も
色
あ
い
や
隣
に
植
え
た
花
の
色
に

よ
っ
て
色
合
い
が
様
々
で
、「
こ
の
色
合
い
は
き
れ
い
だ
ね
。」

「
こ
れ
は
紫
が
い
い
ね
。」
な
ど
み
ん
な
で
お
互
い
の
寄
せ
植

え
を
見
て
楽
し
そ
う
に
話
す
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
繋
が
り
を
大
切
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

ス
マ
イ
ル
‼
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
いで
。

Ｊ
Ａ
女
性
部
も
頑
張
っ
て
ま
す
。

江
津
跡
市
女
性
部
手
芸
教
室

弥
栄
女
性
部

色
と
り
ど
り
寄
せ
植
え

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部



寛
政
10
年
（
１
７
９
８
年
）
に
発
刊
さ
れ
た
国
東

治
兵
衛
著
書
の
「
紙
漉
重
宝
記
」
に
よ
る
と
「
慶
雲
・

和
銅
（
７
０
４
年
～
７
１
５
年
）
の
こ
ろ
柿
本
人
麻

呂
が
石
見
の
国
の
守
護
で
民
に
紙
漉
き
を
教
え
た
」

と
記
さ
れ
て
お
り
、
約
１
，３
０
０
年
も
の
間
、
石

見
（
石
州
）
地
方
で
は
、
手
す
き
和
紙
が
漉
き
続
け

ら
れ
守
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

明
治
時
代
に
は
製
造
者
は
６
，０
０
０
軒
を
超
え

て
い
ま
し
た
が
、
年
々
減
少
し
、
現
在
で
は
４
軒
と

な
り
ま
し
た
。

石
州
半
紙
は
原
料
に
楮
・
三
椏
・
雁
皮
の
食
物
の
靭
皮
繊
維
を
使
用
し
、
補
助
材
料

と
し
て
ネ
リ
に
「
ト
ロ
ロ
ア
オ
イ
」
の
根
の
粘
液
を
使
い
、
竹
簀
や
萱
簀
を
桁
に
は
さ
ん

で
「
流
し
漉
き
」
に
よ
り
、
つ
く
ら
れ
ま
す
。

石
州
半
紙
は
地
元
で
栽
培
さ
れ
た
良
質
な
楮
を
使
用
し
て
漉
か
れ
、
微
細
で
強
靭
で

光
沢
の
あ
る
和
紙
で
す
。
か
つ
て
は
大
阪
商
人
が
石
州
半
紙
を
帳
簿
に
用
い
、
火
災
の
と

き
い
ち
早
く
井
戸
に
投
げ
込
ん
で
保
存
を
図
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
先
人
た
ち
か
ら
引
き
継
が
れ
た
技
術
・
技
法
は
、
職
人
た
ち
の
手
で
一

貫
し
て
保
持
さ
れ
、
昭
和
44
年
（
１
９
６
９
年
）「
石
州
半
紙
」
が
国
の
重
要
無
形
文
化

財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、平
成
26
年
に
「
本
美
濃
紙
」（
岐
阜
県
）、「
細
川
紙
」（
埼
玉
県
）
と
と
も
に
、

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

ご自身・ご家族のメガネ調整、補聴器点検等気軽にお立寄り下さい‼

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
　
石
州
半
紙
（
せ
き
し
ゅ
う
ば
ん
し
）

年金相談会
８月６日㈯　雲城出張所
午前９時から正午12時まで

８月25日㈭　浜田支店
午後３時から午後７時まで

メガネ・補聴器巡回スケジュール

江津市後地町　石田　政司さん

サプライズ
ハウスで出来ました。

開　催　日 時　　間 会　　場

８月５日 ㈮ 午前９時－午後５時 金城支店前

８月６日 ㈯ 午前９時－午後３時 金城支店前

８月８日 ㈪ 午前９時－午後１時 美川事業所

８月９日 ㈫ 午前９時－午後１時 波佐事業所

８月10日 ㈬ 午前９時－午後12時 Aコープやさか前

８月12日 ㈮ 午前９時－午後１時 Aコープあさひ前

８月22日 ㈪ 午前９時－午後１時 三隅支店前

８月23日 ㈫ 午前９時－午後１時 上府事業所

８月24日 ㈬ 午前９時－午後12時 旭　旧市木事業所前

８月25日 ㈭ 午前９時－午後１時 雲城出張所

８月26日 ㈮ 午前９時－午後１時 江津西支店

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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